
第５検討部会 会議録 
会議の名称  第 12回 第５検討部会 

開 催 日 時  平成 20年１月 23日（水）10時 00分から 12時 10分 

開 催 場 所  川口市職員会館 講座室Ｂ  

出 席 者  
（部会長）石井副委員長  （副部会長）伊田（昭）委員、豊田委員  
（委員）庵地委員、木岡委員、北原委員、椎橋委員、山田委員、堀委員 

会 議 内 容  
１．運営調整部会の役割 
２．自治基本条例の基本構造 

会 議 資 料  ・第 12回部会資料 

発 言 内 容  
 
 
 
 
 
 

■運営調整部会の役割 
・最終的に決めるのは委員会である。 
・第５部会としてはできるだけ条例案を詰めてみたい。 
・部会を再構成するのは、また知らない人たちと議論する軋轢があるので

好ましくない。 
・運営調整部会の中に、起草チームを作って、全体の調整と案の執筆をす

るのがいいのではないか。 
・第５部会として、運営調整部会の役割は次のように考える。 
 ①各検討部会の意見調整 
 ②企画、進行管理 
 ③情報の共有 
 ④その他必要事項 
・運営調整部会の中に、広報・啓発・広聴チームを置く。 
・本日の議論を踏まえ、伊田さん案を第５部会案として、1/31の運営調整
部会に提案する。 
・また持ち帰ると何も始まらないので、できるだけそこで話し合って方向

性を決めてきて欲しい。 
 
・部会長から久喜市自治基本条例を紹介し、皆で読み合わせて感想を言い

合った。 
■久喜市自治基本条例 
・大きなパターンはどの条例も決まっている。 
・委員の日当を明らかにしている所は評価できる。 
・「新しい公共」の原則ということが目新しい。 
・循環型社会という言葉もいい。 
・男女共同参画にも踏み込んでいる。 
・議会、議員の表現が表面的である。 
・市民意見提出制度というのはどういうのだろうか。 
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■前文のキーワード 
・ワークショップ形式で、前文に盛り込むべきキーワードを出し合い、議

論した。 
・主なキーワードは次のとおりである。 
①自然系 
・都心から近くの緑のスペース 
・安行のみどり 
・荒川 
・環境配慮のまちに、地球環境に貢献するまちに 
 
②歴史系 
・先人から受け継いだ川口らしさ 
・古くからの伝統と新しい文化 
・伝統産業 
 
②生活利便系 
・利便性が高いまち 
・住みやすさ、物価の安さ 
・区画整理が行き届いたまち 
・交通の利便性 
 
③産業系 
・鋳物を母体として発展した産業のまち 
 
④まちづくり・自治系 
・市民の不断の努力による住民自治の発展 
・町会活動の充実 
・公民館の数と活動 
・誰もが愛せるまち 
・ともに理解しあう 
・あいさつができるまち 
・まちづくりは私たちが行う 
 
⑤人間系 
・次の世代によりよい川口をバトンタッチ 
・高齢者、子どもたちにやさしいまちづくり 
・子どもをまちで作る 
・老若男女 
・０歳児を大切にするまち 
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■次回議論テーマ 
・実際に自治基本条例を策定した草加市からその後どのように変わったの

か、運用しているのか話を聞いてみたい。 
・川口市が草加市の担当者と調整し、受け入れ可能か確認する。その場合、

第 13回か第 14回は草加市視察とする。 
・引き続き自治基本条例に盛り込みたい事項について議論する。 

次回以降日程 
（予定） 

第 13回 ２月 19日（火）10～12時  草加市役所 
みんなでまちづくり課 

第 14回 ２月 29日（金）18～20時  川口市職員会館 講座室Ａ 
第 15回 ３月 11日（火）18～20時  川口市職員会館 講座室Ｂ 
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